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This paper covers the activity of the latter half of the project term. The main focus is to 
determine the material that went into the production of Samarkand paper.
Samarkand, Uzbekistan, was once a major producer of paper. It was once believed that 
mulberry was the main source for its production. However, our project, which researched fibers 
of Samarkand paper from the 9th to 16th centuries at Japanese institutions, revealed that the 
main materials included hemp and rag.
We tried to reproduce Samarkand paper containing mulberry, hemp, and cotton in both 
Uzbekistan and Japan in a traditional manner. The process of making paper from cloth was 
difficult, especially loosening the fiber. Rag paper has a high density of fibers and protects 
water.
We used Artificial Intelligence to establish a method to distinguish paper materials. First, 
micro photos of paper were taken with a microscope camera and a database of fiber images was 
created. Second, we analyzed certain papers and determined their composition. This information 
was added to the database, making it possible to estimate the cultural properties of the paper 
materials without destroying them by taking a sample.
All these factors are expected to contribute to clearing up the obscurity around the history 
of the paper.
はじめに
　本報告は、研究拠点形成事業 B. アジア・アフリカ学術基盤形成型「現代に生きる “ 手漉き紙と芸
術表現 ” の研究～サマルカンド紙の復興を中心に～」（実施期間：平成 29 年 4 月 1 日～令和 2 年 3
月 31 日）の概要、計画、活動など、平成 30 年度執筆の中間報告に引き続き、平成 30 年 10 月か
ら令和 2 年度の研究終了時（新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響により一部の事業は令
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（1） サマルカンド博物館（State Museum of Culture History of Uzbekistan/Samarqand Museum）




　2017 年 11 月にサマルカンド博物館を視察した。《Mahzan ul-asror》［写真 1］は博物館の代表的




（2） ブハラ国立博物館（Bukhara state art-architectural museum-preserve Art museum）









（3） コーカンド郷土史博物館　（Palace of Khudayar Khan）





科学アカデミー） Abu Rayhan al-Biruni Institute of Oriental Studies of Academy of Sciences of 
the Republic of Uzbekistan
　科学アカデミーは 2 万 6 千冊の写本を所蔵し、2000 年にユネスコの「世界の記憶」に登録された。
2018 年 5 月に写本調査を行ったが、シャリフジョン・イスラモフ（Sharifjon Islamov）書籍部長に











（1）メトロポリタン美術館（The Metropolitan Museum of Art）





（2） クリーブランド美術館（The Cleveland Museum of Art）
　2018 年 9 月イスラーム写本絵画の熟覧調査を行った［写真 6］。金泥描きの作例には架空動物が
躍動感をもって描かれている。また版で押したように同じ図柄が繰り返される金彩表現も見られた。




研究拠点形成事業 「現代に生きる “ 手漉き紙と芸術表現 ” の研究 ～サマルカンド紙の復興を中心に～」
107
（4） ロシア国立図書館（サンクトペテルブルク /Russian National Library）
　イスラーム世界一の大画家といわれるカマール・アッ＝ディーン・ビフザート（Kamal al-Din 







あるウズベキスタン芸術大学（National Institute of Fine Art and Design named after Kamoliddin 
Bekhzod） や ウ ズ ベ キ ス タ ン 芸 術 ア カ デ ミ ー の ミ ニ ア チ ュ ー ル 博 物 館（Museum of Oriental 










































































































































2018 年 7 月
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試作原料 製作期間 工程 備考
4，綿布（日本）
2019 年















5 月 ~7 月
①ハサミなどでカット（布を斜めに細く切る）、
②煮熟（ソーダ灰 20％、２時間）、





































































3. 国際セミナーの開催、「紙と芸術表現 “ ウズベキスタンのサマルカンド紙、イスラーム写本、
ミニアチュールを知る ”」
　2019 年 11 月 16 日、日本にて本事業の国際セミナーを開催した。これまで 2017 年度にはウズ
ベキスタン・タシケントのウズベキスタン芸術大学で、2018 年度には中国・大連の大連民族大学で












の調査」についての講演を実施した。参加者、研究・運営スタッフ含め 150 名＋招聘者・通訳 14
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名で、計 164 名であった。さらにセミナー運営、エクスカーションなど、21 名の大学院学生が協
力し運営を行った。
［開催中の主な日程］
11 月 15 日、愛知県立芸術大学訪問（研究者交流、文化財保存修復研究所・和紙工房見学、歓迎会）
16 日、国際セミナーの実施（名古屋大学アジア法交流館アジアコミュニティフォーラム）












　本報告は 3 年間の事業の報告であり、本来であれば令和 2 年 3 月のウズベキスタンでの国際セミ
ナー及び国際交流展で締めくくるはずであった。新型コロナウイルス感染症の影響により、渡航を










存修復研究所の研究員 1 名などの人材を積極的に登用したが、3 年目以降は本研究に関連する自ら
の研究分野を開拓し、研究成果の発表活動や外部資金の獲得など積極的に取り組み成果をあげてい
る。また、期間中 3 度の国際セミナーを開催したが、令和元年 11 月の日本開催セミナーにおける
ウズベキスタン、中国の主要な招聘者においても派遣元機関に若手研究者の登用を促すよう説得の










の 推 薦 に よ り、 ユ ネ ス コ の 国 際 会 議 “UNESCO INTERNATIONAL CONFERENCE Samarkand city, 

















表現 ” の研究～サマルカンド紙の復興を中心に～」中間報告」、『愛知県立芸術大学紀要』No48、57-76 頁、2019 年
2）エルンスト・Ｊ・グルーベ、「ティムール朝の絵画」、『トプカプ・サライ・コレクション　イスラームの絵画』、杉村棟訳、平凡社、
120-121 頁、1978 年
3）杉本一樹「正倉院宝物特別調査・紙（第 2 次）調査報告」、『正倉院紀要』第 32 号、宮内庁正倉院事務所、p9、2010 年
4）A. Ikuta, A. Oshima, A. Iwata, Y. Urano, M. Suzuki, Y. Ohyanagi, K. Shibazaki and N. Kamiya, "Automatic Classification of Hemp 
and Cotton in Digital Macro Photography Using VGG-16 for Nondestructive Paper Analysis", Proc. of IEEE 8th Global Confer-
ence on Consumer Electronics (GCCE) 2019 , pp.496-498, Oct. 2019. DOI: 10.1109/GCCE46687.2019.9015416
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写真 7    　　 表紙               　                   　　　　　　　　　　 サルラウフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　写本挿絵
メトロポリタン美術館所蔵、ブハラで作られた優れたミニアチュール。現地調査では見られなかった緻密で繊細な表現を持つ挿絵















写真 9  非破壊・非接触での撮影による紙質調査方法の確立
写真 8  携帯型顕微鏡カメラを活用したデータベースの構築
写真 10  修復を必要とする古写本
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写真 14  サマルカンド紙復元試作に用いた簀と完成した紙
写真 13  綿・麻による製紙の試作
写真 12  メロス工房での製紙の様子　桑　　　　煮熟　　　　　　　　　　　　 叩解
写真 11  飾り罫に沿い破れが生じた写本
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